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検討中 ●
本市水道事業は、全国の中小規模水道事業者と同様
に、給水収益の減少や、施設の更新、自然災害への対
応などの課題が顕在化しており、将来にわたり安全・安
心な水道供給の持続性を高めるため、都営水道一元化
を目指した取組みを進める必要がある。

令和元年度から、都と市の関係部課長による、都営水道一元化に向けた「具体的な課題整理のための
検討会」において、事業運営上の相違点を整理している。本市の目指す一元化は、これまでの他市町
とは異なり、事務委託方式を取らないため、事務突合等の作業に多くの時間を要している。また、東京
都から施設の整備水準を都並みに合わせるよう求められており、必要な整備を行うためには多額の費
用を要するため、財政的な負担が非常に大きくなることが懸念される。

実施予定 年 月
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